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過電圧プロテクタ

電源入力には多くの場合に電圧過渡現象が発生します。
入力が保護されていない場合、これらの過渡現象が下位の
回路に損傷を与える可能性があります。他の例として、エンド
ユーザーが回路を劣悪な電源(誤ったACアダプタなど)に
接続する場合が考えられます。

直列のヒューズを過渡電圧サプレッサ(TVS)ダイオードと
組み合わせて使用する簡単な回路によって、過渡、持続的
な過電圧状態、および逆電圧に対する保護を行うことが.
できます。
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Maximは、72Vまでの過渡電圧、過電圧、または逆電圧
条件から回路を保護することができる数種類のICを提供し
ています。これらのデバイスは、障害条件の発生時に直列
パスMOSFETを使用して即座に回路を遮断します。障害状態
の解消後はMOSFETがオンに戻り、回路は動作を続行する
ことができます。
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品名 機能 逆電圧保護 低電圧	
スレッショルド ラッチ POK LDO

MAX6397 スイッチ/リミッタ — — — — ○

MAX6495 スイッチ/リミッタ — — — — —

MAX6496 スイッチ/リミッタ ○ — — — —

MAX6499 スイッチ/リミッタ — ○ クリアを備えたラッチ — —

MAX6497 スイッチ — — ラッチ ○ —

MAX6498 スイッチ — — 自動リトライ ○ —

この回路は低コストですが、電圧過渡現象に対する保護が不十分です。

Maximの過電圧保護ICは、過渡電圧、過電圧、および逆バッテリ電圧に対する保護を
提供します。

この回路は低コストですが、保護スレッショルドの制御が
十分ではなく温度によって大幅に変化する、過電圧/逆電圧/
大きな過渡状態の発生後にヒューズの交換が必要である、
過渡現象が大きいほどTVSでより多くのエネルギーが失われ
る原因になる、TVSダイオードは大量の基板スペースを必要
とする場合が多い、など多くの制約が存在します。
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マルチ電圧モニタ
ほぼすべての設計で、2つ以上の電源電圧が使用されてい
ます。複数の単一電圧モニタICを使用する代わりに、1つの
マルチ電圧モニタICを使用してすべてのシステム電圧を監視
することができます。これによってスペースの節約と設計.
時間の短縮が可能になるとともに、システム管理の設計を
合理化することができます。

マルチ電圧モニタICは、複数の電圧レイルに対する電圧.
監視を提供します。スレッショルド電圧が出荷時に設定されて
いるバージョンと、外部端子を使用してスレッショルド電圧
を選択するバージョンがあります。一部のモニタデバイスは
スレッショルド電圧の設定にSMBus™またはJTAGインタ
フェースを内蔵しているものもあり、最大限の柔軟性を実現
しています。

Maximは、単純な2電圧の監視回路から、複数のスレッ
ショルドを備え、ADC、温度センサー、電流検出アンプなど
の機能を内蔵した12電圧のデバイスまで、各種のマルチ
電圧モニタを提供しています。その他の選択肢として、内蔵
ウォッチドッグタイマ、コンデンサで調整可能なリセット
タイムアウト、個別のコンパレータ出力などがあります。

障害

3.3

1.8

1.2

リセット

1つのマルチ電圧ICで複数のデバイスを
置き換えることによって信頼性が向上

電
圧

(V
)

なぜマルチ電圧モニタを使用するのか？
電源レイルが許容範囲を逸脱した場合、回路の
動作が不安定になったり、動作が停止したり、場合に
よっては発火の可能性もあります。マルチ電圧モニタ
によって、単一のICですべての電源レイルの監視が
可能になり、それらの状態の発生を防止することが
できます。

6電圧モニタ
MAX16003/04/05
RCで調整可能、MR入力、WDI、調整可能な.
タイムアウト

MAX16055
固定または最小0.5Vまで調整可能

MAX16068
内蔵ADCおよび不揮発性(NV)フォルトレジスタで
EEPROM設定可能

8電圧モニタ
MAX16006/07
RCで調整可能、MR入力、WDI

MAX16031
内蔵ADC、温度センサー、および電流モニタで
EEPROM設定可能

MAX16071
内蔵ADC、電流モニタ、およびNVフォルト.
レジスタでEEPROM設定可能

 12電圧モニタ
MAX16070
内蔵ADC、電流モニタ、およびNVフォルト.
レジスタでEEPROM設定可能

2電圧モニタ
MAX6387/89
低電力、SC70

MAX6715〜18
非常に柔軟性の高いスレッショルドとタイムアウト

MAX6418/19/20
コンデンサで調整可能なリセットタイムアウト

3電圧モニタ
MAX6740/43
低電力、SC70

MAX6701/02/03
固定またはRCで調整可能、MR入力、WDI、WDO

4電圧モニタ
MAX16000/02/08/09
RCで調整可能、MR入力、WDI、調整可能な.
タイムアウト、OV/UV

MAX6709/10/14
固定またはRCで調整可能

japan.maxim-ic.com/Multivoltage-Monitors
SMBusはIntel Corp.の商標です。

http://japan.maxim-ic.com/MAX16003
http://japan.maxim-ic.com/MAX16055
http://japan.maxim-ic.com/MAX16068
http://japan.maxim-ic.com/MAX16006
http://japan.maxim-ic.com/MAX16031
http://japan.maxim-ic.com/MAX16071
http://japan.maxim-ic.com/MAX16070
http://japan.maxim-ic.com/MAX6387
http://japan.maxim-ic.com/MAX6715
http://japan.maxim-ic.com/MAX6418
http://japan.maxim-ic.com/MAX6740
http://japan.maxim-ic.com/MAX6701
http://japan.maxim-ic.com/MAX16000
http://japan.maxim-ic.com/MAX6709
http://japan.maxim-ic.com/Multivoltage-Monitors
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システム管理IC
今日の複雑なシステムでは、多数のディスクリートICを使って、
複数の電圧レイルに対するモニタリング、シーケンシング、
およびマージニングを行う必要があります。さらに、電圧
スレッショルドやリセットタイムアウト期間などのパラメータ
の変更が必要になるごとに、頻繁に新しいデバイスが必要
になります。ディスクリート実装では、シーケンシング順序
の変更も難しい場合があります。

設定可能なシステム管理ICは、シーケンスとその他の重要
な機能を集積化することによって、回路のコスト削減と省
スペースを実現します。同時に、設定可能であるため試作
段階および製造段階における部品の変更が不要です。

シーケンシング

複数の電源を使用する複雑な電子デバイスの場合、設計者
は電源シーケンシングに十分に注意する必要があります。
保護ダイオードの順方向バイアスを避けるため、CPU、
ASIC、およびFPGAの電源レイルを特定の順序でオンに
する必要があります。これを守らない場合、回路の信頼性に
問題が生じて、場合によってはラッチアップする可能性も
あります。

多くのアプリケーションでは、電源のパワーグッﾄ出力を、
次にシーケンス対象となる電源のイネーブル入力に結線する
ことによって、初歩的なシーケンシングを行うことができ
ます。タイミングの調整は、単純なRC回路の追加によって
可能です。このシステムは単純ですが、シーケンス順序の
変更が困難であり、パワーダウンの順序を簡単に制御する
こともできません。

なぜシステム管理ICを使用するのか？
システム管理ICは、モニタリング、シーケンシング、
マージニング、およびその他の機能を1つの設定
可能なデバイスに集積化することで、基板スペースと
コストを節約します。設定可能であるため、部品の
交換なしで迅速にパラメータを変更することが
できます。

Maximは、電源シーケンシングを管理するためのソリュー
ションを多数提供しています。基本的な2チャネルシーケンサ
ICから、高集積プログラマブル12チャネルシーケンサICまで、
幅広い選択肢が用意されています。基本的なシーケンサICは、
少数の電圧レイルに対するシーケンシングの管理を簡単に
行う方法を提供します。高集積シーケンサICは、最大12の
電源に対する高精度の制御とモニタリングを可能にします。
シーケンスのディレイ、シーケンス順序、監視スレッショルド、
およびフォルト信号は、グラフィカルユーザインタフェースを
使用して完全に設定可能です。

12チャネル
シーケンサ/モニタ

電流モニタ

 

Ch1
Ch2

Ch11
Ch12

MAX16065

不揮発性フォルト
レジスタ

EVキットGUI
ソフトウェア

FB1

マージン

シーケンス モニタ

FB2

VOUT1 VOUT2

PG1 EN2

VCC

REF

Maximは、高集積システム管理ソリューションの完全なポート
フォリオを提供しています。以下のページでは、Maximの
シーケンシングおよびシステム管理ICが備える独自の機能
について解説します。

japan.maxim-ic.com/Sequencers

ディスクリート実装は多くの基板スペースと設計時間を消費します。 Maximのシステム管理ICは、ソリューションの実装面積を最小限に抑えるとともに、設計
の簡素化と信頼性の向上を実現します。

PRO
TECT

ED

http://japan.maxim-ic.com/Sequencers
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マージニング

設計ルールの微細化によって性能の向上とサイズの縮小は
実現しますが、同時に電源電圧の許容範囲も狭くなります。
これらのシステムの堅牢性を評価し長期的な信頼性を保証
する上で、電圧マージニングが非常に重要になります。マージ
ニングは、電源の電圧を調整してすべての許容範囲を完全
に試行するために使用されます。

電源のマージニングには、数種類の方法が使用可能です。
たとえばMAX16046は、接続されている電源の出力電圧を
1組のDAC出力を使用して調整します。あるいは、アクティブ
電圧制御によって、PMBus™インタフェースを使用して
送信されるコマンドに応じた出力電圧の調整が可能になり
ます。

アクティブ電圧制御

高精度の電源は高価です。しかし、アクティブ電圧制御を
使用して低コストの電源を動的に調整することによって、.
その精度を大幅に向上させることができます。

PMBusコントローラMAX16064は、4つのチャネルすべてに
アクティブ出力電圧制御を備えています。低帯域のサーボ
ループが継続的に電源の出力電圧の測定と調整を行い、
精度を±0.3%以内に向上させます。これによって、低コスト
のアナログ電源を、非常に高精度なディジタル電源管理
ソリューションに変化させることができます。詳細について
は、japan.maxim-ic.com/MAX16064-infoをご覧くだ
さい。

電流モニタリング

環境に配慮した設計では、多くの場合ボードに供給される
電力の正確な監視が要求されます。電力の監視によって、
信頼性を目的とする長期的な電力消費の追跡管理とエネル
ギーのレポートをシステムで行うことができます。

5%

3.3V

-5%

マージニングを使用した
すべての許容範囲の試行

許容範囲±5%
(アクティブ電圧制御なし)

許容範囲±0.3%
(アクティブ電圧制御あり)

電源電圧の
精度向上

アクティブ電圧制御による
電源精度の最大化

電源 システム

電流

時
間データなし―

信頼性は不明
I

電流
モニタリング

消費電力の
長期的な増大は
信頼性に問題が
あることを示す

電源 システム

電流

時
間

PRO
TECT

ED

ディスクリートのソリューションでは長期的な消費電力の追跡管理が不可能です。

内蔵の電流モニタリングによって長期にわたる消費電力の追跡管理が可能です。

PMBusはSMIF, Inc.の商標です。

http://japan.maxim-ic.com/MAX16046
http://japan.maxim-ic.com/MAX16064
http://japan.maxim-ic.com/MAX16064-info
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不揮発性フォルトロギング

電源の問題は多くの場合、試作段階に発生します。Maxim
の電源シーケンシングICは不揮発性のデータロガーを内蔵
しており、障害情報がフラッシュメモリまたはEEPROMに
記録されます。この障害情報には、すべてのレイル電圧、
低電圧(UV)または過電圧(OV)リミットを超えた変動、および
シーケンシングの状態(障害発生がパワーアップ中かパワー
ダウン中か)が含まれます。

工場で同じ問題を再現することができないような問題の
場合、ボードを返却されるお客様がいらっしゃいます。
お客様の工場で不揮発性フォルトメモリを調べることに
よって、一時的な電源障害を検出することができます。

グリッチ

不揮発性フォルトレジスタ

MON 障害発生 電圧 コード(16進)

MON1 • 2.811V 80

MON2 — 3.184V 91

MON3 — 3.162V 90

MON4 — 1.120V 33

MON5 — 3.162V 90

MON6 — 1.054V 30

MON7 — 1.405V 40

MON8 — 1.230V 38

MON9 — 1.889V 56

MON10 — 2.569V 75

MON11 — 2.547V 74

MON12 — 0.373V 11

PRO
TECT

ED

品名 チャネル マージニング シーケンシング 電圧	
モニタリング

電流	
モニタリング

チャージ	
ポンプ スレッショルド インタフェース

MAX16046 12 ○ ○ — — 6 (4 CL) 1 UV、1 OV、1 UV/OV SMBus、JTAG

MAX16048 8 ○ ○ — — 6 (4 CL) 1 UV、1 OV、1 UV/OV SMBus、JTAG

MAX16064 4 ○ ○ — — — 2 UV、2 OV PMBus

MAX16065 12 — ○ — ○ 8 1 UV、1 OV、1 UV/OV SMBus、JTAG

MAX16066 10 (モニタ)、 
8 (シーケンサ) — ○ — ○ 8 1 UV、1 OV、1 UV/OV SMBus、JTAG

MAX16067 6 — ○ — — 3 1 UV、1 OV SMBus、JTAG

MAX16070 12 — — ○ ○ — 1 UV、1 OV、1 UV/OV SMBus、JTAG

MAX16071 8 — — ○ ○ — 1 UV、1 OV、1 UV/OV SMBus、JTAG

MAX16068 6 — — ○ — 3 1 UV、1 OV SMBus、JTAG 

システム管理ソリューション

通信インタフェース

Maximのシーケンサは、SMBus、JTAG、およびPMBus
インタフェースをサポートしています。シーケンサの設定
ソフトウェアをSVF (serial vector format)でエクスポート
して、サードパーティ製JTAGプログラミングハードウェアで
使用可能です。

グラフィカルユーザインタフェース

各シーケンシングICについて、Maximは簡単に使用可能な
グラフィカルな設定ソフトウェアを提供しています。これらの
プログラムは、評価キットやお客様の回路基板との動的な
相互動作が可能です。また、オフラインモードで設定ファイル
を生成することもできます。

フォルトロギングは、NVメモリのグリッチを捕捉して障害の分析を容易にします。

GUIソフトウェアによる設計の簡素化

http://japan.maxim-ic.com/MAX16046
http://japan.maxim-ic.com/MAX16048
http://japan.maxim-ic.com/MAX16064
http://japan.maxim-ic.com/MAX16065
http://japan.maxim-ic.com/MAX16066
http://japan.maxim-ic.com/MAX16067
http://japan.maxim-ic.com/MAX16070
http://japan.maxim-ic.com/MAX16071
http://japan.maxim-ic.com/MAX16068
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Yes, we make that...
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28の製品カテゴリーで6200品種のIC
1-Wire®デバイスおよびiButton®デバイス

アンプおよびセンサ

アナログスイッチおよびマルチプレクサ

アナログ-ディジタルコンバータ

オーディオ
オートモーティブ

クロック生成および分配
ディジタルポテンショメータ

ディジタル-アナログコンバータ

フィルタ(アナログ)

ホットスワップおよびパワースイッチング
インタフェースおよびインターコネクト

LED照明およびLCDディスプレイIC

メモリ：揮発性、NV、マルチ機能
マイクロコントローラ

軍事/航空宇宙

オプトエレクトロニクス
パワーおよびバッテリマネージメント

保護および絶縁

リアルタイムクロック

ストレージ製品
監視回路、モニタ、シーケンサ

T/Eキャリアおよびパケット通信

温度センサ
ビデオ

電圧リファレンス
ワイヤレス、RF、およびケーブル

MaximはアナログおよびミックスドシグナルICにおいて、28のカテゴリで6200以上の製品を提供して
おり、業界でトップクラスの広範囲かつカテゴリ別製品数を誇るポートフォリオを形成しています。製品の
市場投入は、平均して毎日1製品以上になります！25年以上にわたって、Maximはお客様の製品の付加価値と
なるような革新的なエンジニアリングソリューションを提供し続けています。

japan.maxim-ic.com/yes

〒169-0051
東京都新宿区西早稲田3-30-16
ホリゾン1ビル
マキシム・ジャパン株式会社
TEL：03(3232)6141

japan.maxim-ic.com/MD www.marubun.co.jpwww.internix.co.jp

www.avnet.co.jp www.tachibana.co.jp www.tomen-ele.co.jp
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